
13 12

広報はこね　2019.August

広報はこね　2019.Augustこれまで箱根火山は「ひとつの大きな火山の二回にわたるはげしい噴火」によってカルデラが形成され
たと考えられていました

近年の研究では、箱根火山はひとつの火山ではなく「小さな火山の集合体」であり、いくつかの埋もれて
しまった小型カルデラが現在の大きなカルデラを形成したと考えられています

　こんにちは。「箱根町立郷土資料館」の学芸員、野坂優介です。
　私は、箱根町内にある史跡などの保護や活用を担当しています。
　突然ですが、みなさんがイメージする「お城」ってどんなものですか？

　おそらく「姫路城」や「松本城」など石垣の上に立派な天守が建っているものではないでしょうか。箱
根の近くを見ると「小田原城」がありますし、いずれもイメージ通りのお城で、人気の観光スポットに
なっています。
　箱根にはそのようなそびえたつ石垣や周囲を見下ろす天守はありませんが、実はいくつもお城があった
んです。
　戦国時代にこの地を治めていた北条氏は、外部からの侵入を監視するため、火山が作った天然の要塞・
箱根山の各地に、小さな城を置き、監視の妨げとなる周囲の木々を切り開き、各城の間を烽

のろし

火などで、さ
ながら現代のインターネットのようにネットワーク状に連絡を取り合い、情報共有を図っていました。こ
れは「北条氏城郭ネットワーク」と呼ばれ、ジオサイトの1つとなっています。
　それらの城は、山を削ってそこに簡易な建物を建てただけ
だったり、そもそも建物が無かったりするため、今では木々
に埋もれて痕跡を見る事はなかなかできませんが、目を凝ら
すと、湯坂山頂上の「湯坂城」や塔ノ峰山頂の「塔ノ峰城」
では、敵の動きを妨げるために掘られた「竪

たて

堀
ぼり

」「堀
ほり

切
きり

」や
土を盛った「土

ど

塁
るい

」、それらで区画された平らな「曲
くる

輪
わ

」な
どを見つけることができます。
　みなさんもハイキングがてら、戦国時代の箱根に思いを巡
らせてみてはいかがでしょうか。

照会先　教育委員会生涯学習課郷土資料館　☎85－7601
ホームページ　http://www.town.hakone.kanagawa.jp/index.cfm/6,420,14,99,html

「
第
３
回
箱
根
山

フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
」

�

開
催
し
ま
す

　
（
財
）
自
然
公
園
財
団
で
は
昨

年
に
引
き
続
き
「
箱
根
山
フ
ォ
ト

ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
と
は
、

地
図
を
も
と
に
時
間
内
に
で
き
る

だ
け
多
く
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

に
行
き
、
見
本
と
同
じ
写
真
を
撮

影
し
、
得
点
を
集
め
る
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。
ジ
オ
サ
イ
ト
に
関
連
し
た

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
多
く
撮
影

し
た
チ
ー
ム
に
は
、
箱
根
ジ
オ

パ
ー
ク
特
別
賞
を
贈
呈
し
ま
す
。

　
さ
わ
や
か
な
秋
風
を
感
じ
る
箱

こ
ど
も
霞
が
関
見
学
デ
ー

「
世
界
に
ひ
と
つ
の
岩
石
標
本
製

作

−

ジ
オ
パ
ー
ク
を
楽
し
も
う
！ 

In 

霞
が
関

−

」出
展
し
ま
す
！

　
「
子
ど
も
霞
が
関
見
学
デ
ー
」

は
子
ど
も
た
ち
が
夏
休
み
に
広
く

社
会
を
知
る
た
め
、
25
府
省
庁
の

業
務
説
明
や
職
場
見
学
な
ど
を
体

験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
で
「
世
界

に
ひ
と
つ
の
岩
石
標
本
製
作
」
と

し
て
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ほ
か
に

栗く
り

駒こ
ま

山さ
ん

麓ろ
く

（
宮
城
県
）・
四し

国こ
く

西せ
い

予よ

（
愛
媛
県
）・
Ｍみｉ
ｎ

ねｅ
秋あ

き

吉よ
し

台だ
い

（
山
口
県
）
の
各
ジ
オ
パ
ー
ク

が
出
展
し
ま
す
。
各
ジ
オ
パ
ー
ク

か
ら
や
っ
て
来
た
石
博
士
た
ち
が
、

私
た
ち
の
歴
史
や
文
化
に
も
関
わ

り
の
深
い
「
石
」
に
つ
い
て
楽
し

く
紹
介
し
ま
す
。

　
総
合
受
付
で
参
加
者
に
各
府
省

庁
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
地
図
が

入
っ
た
「
霞
が
関
子
ど
も
旅
券

（
パ
ス
ポ
ー
ト
）」
が
配
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
霞
が
関
を
自
由
に
見

学
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
時　
８
月
７
日
㈬
・
８
日
㈭

場　
所　
旧
文
部
省
庁
舎
（
東
京

都
千
代
田
区
霞
が
関
３
―
２
―
２
）

　
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

根
で
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

日　
時　
９
月
28
日
㈯

会　
場　
星
槎
大
学
箱
根
キ
ャ
ン

パ
ス

種　
目　
６
時
間
・
４
時
間

部　
門

○
６
時
間　
男
子
・
女
子
・
混
合

○
４
時
間　
一
般
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

チ
ー
ム
人
数　
２
～
５
名

定　
員　
１
０
０
チ
ー
ム
（
先
着

順
）

参
加
費

○
６
時
間

　
大
人�

３
，
０
０
０
円

　
子
ど
も
（
中
学
生
以
下
）

�

２
，
０
０
０
円

○
４
時
間

　
大
人�

２
，
５
０
０
円

　
子
ど
も
（
中
学
生
以
下
）

�

１
，
５
０
０
円

※
未
就
学
児
は
無
料

申
込
方
法　

エ
ン
ト
リ
ー
用
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ス
ポ
ー
ツ
エ
ン

ト
リ
ー
）
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

https://www.sportsentry.
ne.jp/event/t/79648

照
会
先　
箱
根
山
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ

ニ
ン
グ
実
行
委
員
会

himawariroga@gmail.com

ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://www.mext.go.jp/a_
menu/ikusei/kengaku/

真
鶴
町
三
ツ
石
海
岸

「
海
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

�

参
加
者
募
集
！

　
真
鶴
エ
リ
ア
を
代
表
す
る
ジ
オ

サ
イ
ト
「
三
ツ
石
海
岸
」
で
、
カ

ニ
や
ヒ
ト
デ
、
ナ
マ
コ
な
ど
の
生

物
を
観
察
す
る
「
磯
の
生
物
観
察

会
」
や
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
顕
微
鏡

で
観
察
す
る
「
海
の
自
然
実
感
教

室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
三
ツ
石
海
岸
は
、
箱
根
や
丹
沢

の
山
の
栄
養
（
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
）
が
川
に
よ
っ
て
運
ば
れ
る
た

め
、
た
く
さ
ん
の
生
物
が
生
息
す

る
自
然
豊
か
な
海
岸
で
す
。

　
学
芸
員
や
専
門
ス
タ
ッ
フ
と
一

緒
に
海
の
自
然
に
つ
い
て
学
び
ま

し
ょ
う
。

日　
時　
８
月
14
日
㈬
・
17
日
㈯

※
実
施
日
に
よ
っ
て
開
催
時
間
が

異
な
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

集　
合　
真
鶴
町
立
遠
藤
貝
類
博

物
館
（
真
鶴
町
真
鶴
１
１
７
５　

ケ
ー
プ
真
鶴
２
階
）

定　
員　
50
名

申　
込　
事
前
予
約
制
。
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

の
う
え
真
鶴
町
立
遠
藤
貝
類
博
物

館
へ
電
話
で
、
ま
た
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ブ
ル
ー
の
申
込

フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

照
会
先　
真
鶴
町
立
遠
藤
貝
類
博

物
館

☎
０
４
６
５
―
６
８
―
２
１
１
１

（
９
時
30
分
～
16
時
・
木
曜
休
館
）

デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ブ
ル
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
申
込
み
フ
ォ
ー
ム

http://www.discoverblue.
org/umi_Msm/umi_museum.html

箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
２
０
１
９

「
国
立
公
園
を
守
る

子
ど
も
パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー

に
な
ろ
う
！
」参
加
者
募
集
！

　
全
国
34
ケ
所
が
指
定
さ
れ
て
い

る
国
立
公
園
内
の
自
然
や
環
境
を

保
護
す
る
「
パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

（
自
然
保
護
官
）
と
一
緒
に
富
士

箱
根
伊
豆
国
立
公
園
の
自
然
に
つ

い
て
学
び
ま
し
ょ
う
！
ま
た
、
火

山
実
験
や
ゲ
ー
ム
を
交
え
た
ジ
オ

サ
イ
ト
見
学
、
自
然
観
察
会
も
行

い
ま
す
。

　

夏
の
青
空
の
下
、「
本
物
の
自

然
」
の
中
に
と
び
出
し
て
、
人
と

自
然
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
ま

し
ょ
う
！

日　
時　
８
月
20
日
㈫
９
時
～
16

時
30
分

場　

所　

箱
根
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
周
辺

対　
象　
小
学
４
年
生
～
中
学
３

年
生

定　
員　
20
名
（
定
員
に
な
り
次

第
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
に
な
り
ま
す
）

申
込
締
切
日　
８
月
18
日
㈰

集
合
・
解
散
場
所　
小
田
原
駅
西

口
ま
た
は
箱
根
町
役
場
駐
車
場
等

※
無
料
送
迎
バ
ス
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
・
照
会
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ホ
ー
ル
ア
ー
ス
研
究
所
（
担
当
：

津
田
）

☎
０
５
４
４
―
６
６
―
０
７
９
０

FAX
０
５
４
４
―
６
７
―
０
５
６
７

npo@
w
ens.gr.jp

「
岩
石
標
本
製
作
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
～

見
て
！
食
べ
て
！
箱
根
ジ
オ
パ
ー

ク
認
定
特
産
品
～
」開
催
し
ま
す
！

　
40
万
年
に
お
よ
ぶ
活
動
に
よ
り

形
成
さ
れ
た
箱
根
火
山
。
そ
こ
か

ら
噴
出
し
た
本
物
の
岩
石
を
用
い

て
標
本
を
作
成
し
ま
す
。

　
古
い
時
代
の
溶
岩
で
板
状
に
割

れ
る
根
府
川
石
、
日
本
銀
行
の
壁

に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
白し

ろ

丁ち
ょ
う

場ば

石い
し

、

関
東
地
方
に
広
く
分
布
し
て
い
る

東
京
軽
石
な
ど
、
学
芸
員
と
箱
根

火
山
の
成
り
立
ち
を
楽
し
く
学
び

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
箱
根
ジ
オ

パ
ー
ク
認
定
特
産
品
の
紹
介
や
販

売
も
行
い
ま
す
。

日　
時　
８
月
21
日
㈬・22
日
㈭・

23
日
㈮

場　
所　
鈴
廣　
か
ま
ぼ
こ
の
里

（
小
田
原
市
風
祭
２
４
５
）

【
岩
石
標
本
製
作
】

実
施
時
間　
第
１
回
11
時
・
第
２

回
13
時
30
分
・
第
３
回
14
時
30

分
・
第
４
回
15
時
30
分

人　
数　
各
回
20
名

費　
用　
１
名
に
つ
き
２
０
０
円

申
込
方
法　
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
協
議
会
事
務
局
ま
で
電
話
ま
た

は
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

照
会
先　
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

協
議
会
事
務
局

�

☎
８
５
―
９
５
６
０

hakojiro@town.hakone.
kanagawa.jp

湯坂城の土塁跡

私の イチオシ
箱根ジオパークの

拠点施設の方や学芸員に
いちおしのジオサイト等
を紹介してもらうよ！

　 ８月22日は、「ジオパークの
日」って知ってる？
　平成21年に日本に初めて世界
ジオパークが誕生したことを記
念して制定されたんだよ。22日
の週のジオパークウィークに、
おいらと一緒に「箱根ジオパー
ク」を楽しもうよ！


